
兵庫懸鐙濁君喜久崎の醸 (1)
並l七本県未記諒の数種について

山本虞

緒言 限ゃ、種々の混乱のために、一時中止の状態となって
佐用郡下の擦に関しては、既に井口宗. 2 j ! . 氏が精しい| いた ζ とちあるが、最近は叉以前にも増して足紫〈出
調査をなされている。氏ーはその結果を屡「昆虫世界J Iかげているので、最初からすれば採集色精巣の回数に
に発表され、叉最近には本誌第羽号に「佐用郡産蝶類| よるとと1 ' : : ろう。
2えぴ天蛾類の採集采」と題してま前週な記録を寄せ bれ | 扱て、筆者が久崎を有望な採築地と目するに還った
ているので、幸華々はそれに主って. v司地方に於げる燥| 動機については、多少d晩線のきらいがあるが、往時を
の種類や分布ゐ大様を知るととが出来ると忍う o 従つ| 回想する; 意味に於て、 !!J'身述べて見たいと思う o
て筆者が今回殊更に氏の御住所で色ある「久i時」の麟 1930年10月26.! : l 神戸港外に特別大演習観艦式の盛典、
な占? に裁で主撃とうとする ζとは、会ぐおとがましい極
みであると，思っている。しかし、久崎は筆者にとっ
て、過去に於て、否現在にあっても、特に関係深い採
築地の一つで、筆者ばとの地を六甲附近や{ 且J馬西部の
山岳地帯に比較して、決して劣るととのない興味あ
る県下有数の採築地であると信ピている。喰、ぞれが
備境の土地であるがたあに、一般からは余担に注目さ
れ歩、今日に至ったととは甚t:遺憾である。従来筆者
は主として撲に関心を払って来? とのではあるが、それ
のみについて見℃色、相芸珍種が多く、その中には幾
つかの本県工りの未記録穫が合まれている。敢にとれ
らを記録すると尖に、 ζの泌を世に紹介して各方面よ
りの協力を得、更にR . 虫分布の摘を朗らかにナるとと
は、筆者の最患希望すると ζろであり、攻てー交を草
ずるlfrJ>>，である。
又老婆心までではあるが、先般井口氏の H莱1/ 中に
述ぺられ? と種名の中には、現在一般代使用されて居ら
ぬ色のや、同名菜種のものがあって、現在の名称主り
すれば、多少紛らわしい笛もあるので、 ζの際それら
を捕っておく ζとが今後の調査の上lこ便利t:とも考え
るからである。
要ナるに、今後本県西部諸地域の昆虫干目が主主々明ら
かとなる ζとを望むと共に、その基礎を拓かれた弁口
氏に深い感謝と: 敬意とを表ナる次第である o そしてと

が挙行せられ、陵奥・加賀等の腰、鐙 160余集が集結し

る拝観者の人々によって埋められたのであるが、筆者
は小林桂功氏の御厚意に; z ，まえて、その前日 Jごり穴甲
の御邸をお訪いし、姿日の壮儀はIZ1論、夜の壮観を色
心ゆくまで望み得て、深い感! 認を与えられた。その節
小林氏の移しい怠類や昆虫のコ V タショ Y'{と拝見ナる
ととが出来たが、その中将に印象づけられたものの-
2 は TJ ラタロミ V 1 J " ，' ; - ミが久埼に産するというとと
であった。その頃本種は非常に珍. らしく、大阪府下能
勢に産ずるととが知られていたので、筆者志向地を屡
々尋ねて、之を索めたが、常lこ多くを得られ令残念に
思っていた折であり、何とかして久埼への遠征を実行
したく思ったである。
地図上に見る久崎町・は広い。しか色 ζ5 した未知の

地に、醤f三分布の局限され、個体数色/ ] ? いと息われる
践を索めるととは極b て悶難なととである 0 1933年、
曾て/J、林氏が上郡上りパスを利用して、久崎にて下車
されたとのお話を唯一の手がかりとして、種# の想像
を廻らしながら、溺三陵地測量部の地図上に一つの採
集ヨ{ スを決定した。そして、ミ下型シタミ類の発生
の最盛期なる 6 月中旬の日曜を選んで、いよいよ久崎
入りとなったわけである。たしか当日は午後に運っ
て、成も手常々加わ担、雲量色婚して、少々天候の気遣

れが筆者にとって過去幾年間 ζの方面lコ於ける採室長・品| われる状態となったが、予想は兎事的中して、目指ナ
の整理の一機会と色なるととを、喜ぶ色のである。 I ウヲグロミ γq シジミは勿論、意外に色本県主りは知
筆者と久崎町 | られない( 現在る未報告である〉すスイロオナガシタ
曾て井口氏は久崎のモ y キアゲハについて発表され
たことがある( 昆忠世界第十巻、 1(05)0 筆者はそれに
上って、相当以前から久崎の名を承知していた D しか
し、 ζの地に初めて採室長を試みたのは1933年で、以来
興味ある採築地と毎年ζの池を訪れて来たのである O

尤も戦争の末期から柊殺の皆くの隠は、交通機関の制

目の採集を翌年五月に行い、主告らしいすナガサテエ
(Onycbogomphus viridicostus O g u m a )  の主設をf号。
ますます久崎の魅力は嵩まり、逐に今日にまで採集を
継続するに至った。扱て最初に選んt:地は僅か数百米
に足らぬ小J 1Hこ沿った谷間であzったが、そとは曾ての
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名手口昆虫研究所の採集人高見筆太郎氏が絶え宇往復し iを経て岡山県土居lこ議ヒる o 上月は往時山中路之助幸
て、昼んに採集していた場所であった ζ とが、その後 1<盛が拠披のあτコたととろ、現在の上月訳の所在地、 JI1
度々の訪問によって道行・く塁入の話から承知出来た。 I陽線上郡駅と一主主に久郎if{への入口をなしでいる。
そしてそれがヌ先に小林氏がウラタロミF ' 1) :y 9 ' ミを| 特筆すべき久崎の蝶
採集された谷なのでもあった。僅かー棄の地図を介し! 久崎の践には交った種類が多い o ' 7 ; ; <イロオナガシ
て最適の個所が一致したというととは皐なる偶然で色
ないと非常に倹快に，思τコている。
久崎町の衛童話

久崎は佐用郡中最る南西の位震にあって、北は阿君li
西j主村に、南は赤穂郡赤投村に. 主主なり、西は岡山県英

タミやホシチヤノマキセセ 9 がいる。後者は極めて稀fゴ
| が、前者では必中し色少川は言えない。ウ 1 イロオ
テガシグミは{ 旦馬西部に色居るが、個体数 t;;J:醤 t:少
く、筆者は僅かに一頭を獲たにすぎないし、ホシチヤ
パヰセセ 9は従来中部山岳地帯の採集に持折出遭った

問郡土居間工( 美作及び和気郡三国付〔備前i I こ接ーする。 Iという程度で、何れも珍らしい志のである。本県工り
東西に長く、長さ約11粁南北3 - 5粁、首積凡そ 37.21J!- I採集された記録色なく、本年 6 月大日山辺で得たアサ

急; 唆、従つづ県接近い大日山、向坂の部落では山越し| る。前に述ぺたウラタロミ V 1 j タタミとサマダラモず
に中挺久崎lこ出る之りは、寧ろ隣村宣言庄を迂] J して到| キとは県内 ζの治以外に採集されたととちな〈、報告
る方が容易であり、反って選色そうした方冴に立汲な| に色援しない。寧ろ近県に色珍らしいものである。又
のが関かれている。一帯に針葉樹に震み、殊に県境辺| 最近の記録Eてよると者マダラ作 q ヲパメがこ頭色既に
には種類毛多く、昆虫の呈まかなるととを想像させられ| 高見氏によって採集されている。一時探集家の話題を
る。今仮りに上郡上りノマスを利用して、千種J f l 沿いに| 賑わしたシルグイヤシタミは中原和路博士が弁口氏の
遡るならば、赤設村を終る頃より、松看守は次第に減少| 採集品lこ2 いて新たに命名されたもので、その基産地
して、針葉樹林となり、久崎部落の裏山は殆ん目印| は勿論久崎でちづた。
シワ樹林となっている ζ とに注目をれる。 I 今後色更に意外な種類が発見されるととと則。例
HIIこは予選} [ ( の本流のf也lこ佐局、秋塁、大日山の三| えば現在筆者の手許にある Favonicus のー穫は恐ら

支流がある。北の方1 J ! - 館町の辺上り発した佐用) [ ( 1 主、 | くそのーっとなりそうに J思う。目下の処個体数が少い
円光寺( 久崎町) の辺にて、県議近い南西の山間の71 < : を| 私今少しく標本を得た上で発表しようと考えてい
集めて来る秋塁J ! l を合せ、南! : 進んで更に、東北よ担| る。
来る千種J日の本流に合し、講の方上郡に肉って南下ナ| 現在裏神戸の山地替の工うに、ギフナ冨ウ、ホジミ
る。大日山J [ ( は県境近く、大白山( 久崎町) 小日山〔西| ス夕、クボウラミ且夕、ゥラキ Y シタミはまfゴ知るれ
庄村) 大畠等の郊落を連ねて北上し佐用J [ j に注いでい| ていないが、或る程度の可能性がi濃く、緩か六甲辺に
る。 I比肩すべき、否それ以上に有望な土地である。
町の中心久崎部搭l主催用・千穫の合流点に発達した| 採築地の業後

町で、上郡・佐用開のー妥街に芸品り、佐用、智頭・大| 筆者が最初久崎を伺れた頃に比ぺると、採集地の榛
原( 鳥取県〉、津山( 岡山県〉方面のノミスは戸Jれもととを| 刷会程変ってきた。道路の改修( j : 著しい。西部の地
通過している。 I主主のように樹摘の余り交らぬ所色あるが、クヌギ、カジ
久崎町には千種の本流に治う家内・久崎・櫛沼の部 I'!J等移木の多い地域では、絶え十薪炭の原料として伐

落を初め、佐用川には円党寺、秋塁川には上・下秋| 採ずるので次第に変化する。従って採集の調子志摩守
皐、その最色上流赤松村( 赤穂郡) に近〈西新請の部落| 見主与がま王って来る。殊に初めて這入った「久崎の谷」
があり、西部の山間大日山川の上流に大日山の村落が| の移りは義どしい。巾広の板がわたされていた谷入口
ある。 Iの椅は、度々交って(7J，書志あったでるろう) 、今では
主要な道路は何れ色河川に沿って発達して居り、久| しっか担とした主橋となり、穏を渡って漸く徒歩で進

崎工り本流に従えば櫛国を経て徳久村に至る。 ζの辺| み得た谷; [ ( 沼いの小径は、新たに家さえ通やる遣とな
聞けて水回を連ね、左方注用町との境に高倉山( 標高| り、遠〈山腹を迂回したため往来も容易となった。婆
約 350米) があり、右方滝谷のつまる所に飛龍滝があ I! 寺は谷奥に梅の樹林があって、ぞとへは瓜先上りの小
る。滝はー名櫛司滝といい、直下 5丈、巾 4尺、景勝 If . 還があったと記憶するが、今はそうした坊主なh 屈
の地とされている( 犬同氏・帝国地名詳典、。叉佐用) [ ( I砲の多い大釜部落への径は、恐らく樵夫や草刈t::けの
に従えば円治寺の北西上沼( 西庄村) にて道はこ叉し、 | 往復するのt::ろうか、草に覆われて、溺〈普の商影を
ーは佐用町に、ーは姫筋線に沿って商に折れ、西大畠! 残している。曾てホシチヤパキセセ習を採集したの忠
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との小銭であるa 比較的卒垣なととろにあづて採集の| ばならない. ;<"l7ポ Y ヤ T 寺チ盟申やスミナガシはと
容易だった溺葉樹林は殆んが無く、手頃の高さt:った |ζ両三年採集出来ないし、所によってはサカハチチヨ
山腹の樹木は著しく成長して、繁茂する下寧と、急な| ウも非常に少くなった。殊に本年は天候の加減か、反
耕商との為に、ややと志すれば足を奪われて、採集は| 々の採集に色拘らすも獲物は殆んE 京るに足らない有様

y  l 7 ミやアカγ| である。ウラタロミ }'lj シタミは街相答に産するが、
汐ミの類を多量に採集出来たの色、ーは比較的容易に| 他の Y l7 ミ類は急代減少したし、是非共慾しいと索め
よりつける樹林が害したためで色ある。初めて守スィ| ている Favonicl1s sp. は遂に得 bれなかったa 六甲
ロオナガγタミを見つけ出した杉の林 L附近一帯にカ| 山麓のクポウヲミスミ/ ' ，ゃ、元の県立三中附廷の守ラキ
y )7樹があり、 Y l7 ミは下草に休んでいた。現在色附 I yシタミのまうな悲しい主主命を辿るととのないよう K
誌のカ y )7.樹林に居る。〕はすっかり伐り払あれ、雑| 念願して宇まない。

木の貯積場となっている。しかし、たとえ寄りつきに|
< < と色、商側の山の斜面が一面の縁樹に包まれてい| 従来筆者がよく訪れたのは (1)久崎一一大釜 (2)滝
るととは何工事島喜ばしい次第である。 I谷 (3)秋皐J 1 (i流域、長野湾 (4)大日山川10
昆虫の種類と個体とが減少してきたζとは注意せね

昆車の趨光性( 畿光燈と昆虫) • (1) 
国 口 勝 夫

夜間活動性の長虫、特に蛾類のI趨党性を利用し、誘| へ、はき込むのである。ピジの中には氷酷酸又は、氷
蛾燈を使用して、その日遡変化を調査した記録は非常| 酷酸とエーテルの等重苦手
に多い。叉、近年各地に普及した畿光誘蛾を使用して| 波が少量入れであり、中
の昆虫採集ゃ、来集昆虫の季節的変化の調査等、盛氏| へ落ちた虫が死ぬ主うに
行はれているが、野外で畿光燈代来集する昆虫を採集| なっている。殺虫剤とし
し、それを時間的に調査し、それに気象条件を結びつ! ては、青酸カヲやホかT b  

けて考えようとナるとき、日々変化する昆虫相苧刻々 1) : / を使用するより色、 制
変化する気象条件を相手に如何に多くの記録を積みあ| 宇づと成績が工い。た a  

げたととろで、その記録と記録を結びつけ、即ち意味 It:、蛾類では、懇がねれ
づけして、昆虫の趨洛性を規定する因子ゃ、その昆虫| た担、中で甲虫類があばれたりして後に分類するのに
の特性にτコいて結論ナる事は殆E 不可能である。と云
って、野外の研究をたおざりにしたのでは、研究の端
緒色見出せなくなってしまう。
と〉に私が神戸市立妙法寺小学校自然教育学習閣で

行った、夜間採集の結果を記し、皆様の御ut1 E を、御願
いナる次第であります。猶、 ζの研究にあたり、便宜
を計って下さった神戸市立妙法寺小学校長竹井石太郎
先生その他同校職員に対し深く感謝の意を捧げます。

1. 採集方法
日没前、昆虫が燈火に飛来しない頃より畿光燈をつ

非常に困ると云う難点がある。
来集して苦産党燈のまわりを飛掬している昆虫r;t、捕

虫綱ですくい、ピ y の中に入れる。採集した虫は時間

的に調査するため、ピンは半時間毎に新しいのとと P
かえる。とのような方法で採集ナるので、勿論一人で

行う事は出来ないが、来集した昆虫を殆2 : ' 一匹残らすも

採集する事が出来る。使用した誘蛾燈は、 ....?t"誘蛾
燈 FV-240B型のもので、周波数60，""，、電源電庄6 0 -
110V、消費電力30'，Vのものである。
I  2.3襲集扶況け、夜が明け、虫が金く来なくなる' * で来集する昆虫|

を採集する。来集した長虫を採ー築するには、図の知< I  昆虫の来集状況について、数多い夜間採集の結果の
の穴をあけ、その下に広口ピ Y をとりつける。来集し| 的な色のを、それぞれ一つづっ都合4 図の夜間採集を
て布の上に落ちた虫を、ホウ寺でその穴からピシの中| 記すと、次の如くである。
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